
  

甲府市規則第４２号 

   甲府市屋外広告物条例施行規則 

 

別表第１（第７条関係） 

⑴ 共通基準 

ア 裏面、側面、脚部等の広告物を表示しない部分についても、美観風致の維

持のために配慮されたものであること。 

イ ３６０度にわたる弧を照らす灯火（以下「回転灯」という。）を使用して

いないこと。 

ウ 蛍光、夜光等の発光又は反射を伴う塗料又は材料を使用していないこと。 

エ 第一種許可地域内にあっては、表示の内容が変化するものでないこと。 

オ 第二種許可地域内にあっては、表示の内容が変化するものでないこと。た

だし、都市計画法で規定する用途地域が指定された地域（以下「用途地域」

という。）内において、自家用広告物（自己の氏名、名称、住所若しくは商

標又は自己の事業若しくは営業の内容を表示するための広告物等で自己の管

理する住宅又は事業場の敷地内に表示し、又は設置するものをいう。以下同

じ。）であって、表示面積の合計が０．５平方メートル（両面に表示する場

合にあっては、１．０平方メートル）以内のものを、信号機の視認の妨げに

ならないと市長が認める方法により表示し、又は設置する場合は、この限り

でない。 

⑵ 個別基準 

ア 建築物（その構造又は形態からみて広告物等の表示又は設置の用に供する

ことを主たる目的としていると認められるものを除く。以下同じ。）を利用

する広告物等に係る基準 

  

 

 

 

 

    （ア） 建築物を利用する広告物等に係る共通基準  

区分 第一種許可地域 第二種許可地域 第三種許可地域 

１ 建築物

の外壁の

面積の合

計に対す

る、当該

建築物を

利用する

広告物の

表示面積

の合計の

割合 

４分の１以下 ３分の１以下 ２分の１以下 

２ 同一方

向から見

た場合に

おける鉛

直投影面

積の割合 

建築物の鉛直投

影面積に対する、

当該建築物を利用

する広告物の鉛直

投影面積の合計の

割合が１０分の３

以下であること。 

建築物の鉛直投

影面積に対する、

当該建築物を利用

する広告物の鉛直

投影面積の合計の

割合が２分の１以

下であること。 

建築物の鉛直投

影面積に対する、

当該建築物を利用

する広告物の鉛直

投影面積の合計の

割合が１０分の７

以下であること。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（イ） 家用広告物に係る基準  

区分 第一種許可地 第二種許可地 第三種許可地

１ 屋上

に表示

され、

又は設

置され

る広告

物等 

高 さ 屋上から広

告物等の上端

までの高さが

８メートル以

下であるこ

と。 

屋上から広

告物等の上端

までの高さが

１０メートル

以下であるこ

と。 

屋上から広

告物等の上端

までの高さが

１６メートル

以下であるこ

と。 

そ の 他 広告物等が外壁の延長面から突出しないこと。 

２ 外壁

から突

出する

広告物

等 

高 さ ア 広告物等の上端が外壁の上端から突出しない

こと。 

イ 地上から広告物等の下端までの高さが車道に

あっては４．５メートル以上、歩道にあっては

２．５メートル以上であること。 

表 示 面

積 

１個につき１方向の表示面積が５平方メートル

以下であること。 

そ の 他 広告物等が外壁から突出する幅が１．５メート

ル以下であること。 

３ 外壁

を利用

する広

告物等

（懸垂

幕に限

る。） 

高 さ 懸垂幕の上端が外壁の上端から突出しないこ

と。 

表 示 面

積 

１枚につき表示面積が３０平方メートル以下で

あること。 

４ 外壁

を利用

する広

告物等  

（懸垂 

高 さ 広告物等の上端が外壁の上端から突出しないこ

と。 

そ の 他 広告物等が外壁の側端から突出しないこと。 

 幕を除

く。） 

  

   （ウ） 自家用広告物以外の広告物等に係る基準  

区分 第一種許可

地域 

第二種許可地域 第三種許可地域 

１ 屋上

に表示

され、

又は設

置され

る広告

物等 

高さ 許可しな

いものとす

る。 

屋上から広告物

等の上端までの高

さが５メートル以

下であること。 

屋上から広告物

等の上端までの高

さが１６メートル

以下であること。 

表示面

積 

１個につき１方

向の表示面積が５

平方メートル以下

であること。 

 

その他 ア 道標及び案内

図は許可しない

ものとする。 

イ 広告物等が外

壁の延長面から

突出しないこ

と。 

広告物等が外壁

の延長面から突出

しないこと。 

２ 外壁

から突

出する

広告物

等 

高さ 許可しないものとする。 ア 広告物等の上

端が外壁の上端

から突出しない

こと。 

イ 地上から広告

物等の下端まで

の高さが車道に

あっては４．５

メートル以上、

歩道にあっては 



   ２．５メートル

以上であるこ

と。 

表示面

積 

１個につき１方

向の表示面積が５

平方メートル以下

であること。 

その他 広告物等が外壁

から突出する幅が

１．５メートル以

下であること。 

３ 外壁

を利用

する広

告物等

（懸垂

幕に限

る。） 

高さ 許可しないものとする。 懸垂幕の上端が

外壁の上端から突

出しないこと。 

表示面

積 

１枚につき表示

面積が３０平方メ

ートル以下である

こと。 

４ 外壁

を利用

する広

告物等

（懸垂

幕を除

く。） 

高さ 広告物等の上端が外壁の上端から突出しないこ

と。 

表示面

積 

１個につき表示面積が３平方

メートル以下であること。 

 

個数 一の壁面につき２個以下であ

ること。 

 

その他 広告物等が外壁の側端から突出しないこと。 

  イ 建植する広告物等に係る基準 

     （ア） 自家用広告物に係る基準 

区分 第一種許可地域 第二種許可地域 第三種許可地域 

１ 高さ 地上から広告物

等の上端までの高 

地上から広告物

等の上端までの高 

地上から広告物

等の上端までの高 

 さが１２メートル

（１方向の表示面

積が２０平方メー

トルを超える場合

にあっては、５メ

ートル）以下であ

ること。 

さが１５メートル

（１方向の表示面

積が２５平方メー

トルを超える場合

にあっては、５メ

ートル）以下であ

ること。 

さが１５メートル

（１方向の表示面

積が３０平方メー

トルを超える場合

にあっては、５メ

ートル）以下であ

ること。 

２ 表示

面積 

自己の管理する

一の住宅又は事業

場の敷地内におけ

る表示面積の合計

が４０平方メート

ル以下であるこ

と。 

自己の管理する

一の住宅又は事業

場の敷地内におけ

る表示面積の合計

が５０平方メート

ル以下であるこ

と。 

自己の管理する

一の住宅又は事業

場の敷地内におけ

る表示面積の合計

が６０平方メート

ル以下であるこ

と。 

     （イ） 自家用広告物以外の広告物等（道標及び案内図に限る。）に係る基準  

区分 第一種許可地域 第二種許可地域 第三種許可地域 

１ 高さ 地上から広告物等の上端までの高さが５メートル以下であ

ること。 

２ 表示

面積 

ア １方向の表示面積が２平方メートル以下であること。 

イ ２以上の者が共同で表示し、又は設置する場合にあって

は、１方向の表示面積が２平方メートルに当該広告物等を

共同で表示し、又は設置する者の数を乗じて得た面積  

（１６平方メートルを超える場合にあっては、１６平方メ

ートル）以下であること。 

ウ 一の目的地に誘導するために複数の箇所に表示し、又は

設置する場合にあっては、表示面積の合計が１０平方メー

トル以下であること。 

エ 一の目的地に誘導するために区分の異なる禁止地域又は

許可地域に表示し、又は設置する場合にあっては、それぞ

れの地域の表示面積の上限に対する割合の合計が１以下で 



 あること。 

３ 色彩 ア 広告物の表示面

に使用される色彩

のうち、表示面積

に対して占める割

合が最大である色

彩（以下「最大面

積色」という。）

の明度が２以上で

あること。 

イ 最大面積色の彩

度 が ６ （ 色 相 が

Ｒ、ＹＲ又はＹの

場合にあっては、

８）以下であるこ

と。 

  

４ 表示

し、又

は設置

する場

所 

ア 誘導のためやむを得ないと認められる場所であること。 

イ 一の目的地に誘導するために複数の箇所に表示し、又は

設置する場合にあっては、同一路線かつ同一方向に設置す

る場合、相互間距離を５００メートル空けること。 

ウ 目的地までの誘導距離は、最短の道のりで１０キロメー

トル以内とすること。ただし、目的地が市街地から１０キ

ロメートル以上離れている場合は、この限りではない。 

５ その      

 他 

ア ネオン管を使用していないこと。 

イ 照明が点滅しないこと。 

 備考 

１ この表において、色相、明度及び彩度とは、日本産業規格（以下

「規格」という。）Ｚ８７２１に定める方法により表示されるものを

いう。 

２ 道標又は案内図を一の目的地に誘導するために区分の異なる禁止地

域又は許可地域に表示し、又は設置する場合におけるそれぞれの地域

の表示面積の上限に対する割合の合計の計算は、次の式によること。 

【数：Ａｐ／５．０＋Ａｓ／１０．０】 

この式において、Ａｐ及びＡｓは、それぞれ次の数値を表すもの

とする。 

Ａｐ 禁止地域における表示面積（単位 平方メートル） 

Ａｓ 許可地域における表示面積（単位 平方メートル） 

     （ウ） 自家用広告物以外の広告物等（道標及び案内図を除く。）に係る基準  

区分 第一種許可地域 第二種許可地域 第三種許可地域 

１ 高さ 地上から広告物

等の上端までの高

さが１２メートル

（１方向の表示面

積が２５平方メー

トルを超える広告

物等にあっては、

５メートル）以下

であること。 

地上から広告物

等の上端までの高

さが１５メートル

（１方向の表示面

積が３０平方メー

トルを超える広告

物等及び用途地域

内に表示し、又は

設置する広告物等

で 道 路 法 （ 昭 和 

２ ７ 年 法 律 第

１８０号）第２条

第１項に規定する

道 路 （ 以 下 「 道

路」という。）か

らの距離が５メー

トル以上３０メー

トル未満のものに

あっては、５メー

トル）以下である

こと。 

地上から広告物

等の上端までの高

さが１５メートル

（１方向の表示面

積が３５平方メー

トルを超える広告

物等及び道路から

の距離が５メート

ル以上３０メート

ル未満の広告物等

にあっては、５メ

ートル）以下であ

ること。 



２ 表示

面積 

表示面積が５０

平方メートル以下

であること。 

表示面積が５０

平方メートル（用

途地域内に表示

し、又は設置する

広告物等で道路か

らの距離が５メー

トル以上１５メー

トル未満の広告物

等にあっては５平

方メートル、道路

からの距離が１５

メートル以上３０

メートル未満の広

告物等にあっては

１ ５ 平 方 メ ー ト

ル）以下であるこ

と。 

表示面積が５０

平方メートル（道

路からの距離が５

メートル以上１５

メートル未満の広

告物等にあっては

５平方メートル、

道路からの距離が

１５メートル以上

３０メートル未満

の広告物等にあっ

ては１５平方メー

トル）以下である

こと。 

３ 色彩 ア 最大面積色の

明度が２以上で

あること。 

イ 最大面積色の

彩度が６（色相

がＲ、ＹＲ又は

Ｙの場合にあっ

ては、８）以下

であること。 

  

４ 表示

し、又

は設置

する場 

ア 道路から展望

できる広告物等

については、当

該道路からの距 

ア 道路から展望

できる広告物等

については、次

に掲げる全ての 

ア 道路から展望

できる広告物等

については、次

に掲げる全ての 

 所 離が３０メート

ル以 上 で 、 か

つ、建植する広

告物等の相互間

の距離が３０メ

ートル以上であ

ること。 

イ 鉄道、軌道及

び索道の用地か

ら展望できる広

告物等について

は、これらの用

地からの距離が

７０メートル以

上で、かつ、建

植する広告物等

の相互間の距離

が５０メートル

以 上 で あ る こ

と。 

要件を満たすこ

と。 

⑴ 当該道路か

ら の 距 離 が

３０メートル

（用途地域内

にあっては、

５メートル）

以上で、かつ

建植する広告

物等の相互間

の距離が３０

メートル（用

途地域内にあ

っては、５メ

ートル）以上

であること。 

⑵ 道路交通法

（昭和３５年

法律第１０５

号）第２条第

１４号に規定 

す る 信 号 機 

（以下「信号 

機 」 と い

う。）からの

距離が３０メ

ートル以上で

あること。 

イ 鉄道、軌道及 

要件を満たすこ

と。 

⑴ 当該道路か

らの距離が５

メートル以上

で、かつ、建

植する広告物

等の相互間の

距離が５メー

トル以上であ

ること。 

⑵ 信号機から

の距離が３０

メートル以上

であること。 

イ 鉄道、軌道及

び索道の用地か

ら展望できる広

告物等について

は、これらの用

地からの距離が

７０メートル以

上で、かつ、建

植する広告物等

の相互間の距離

が５０メートル

以 上 で あ る こ

と。 



  び索道の用地か

ら展望できる広

告物等について

は、これらの用

地からの距離が

７０メートル以

上で、かつ、建

植する広告物等

の相互間の距離

が５０メートル

以 上 で あ る こ

と。 

 

備考 この表において、色相、明度及び彩度とは、規格Ｚ８７２１に定め

る方法により表示されるものをいう。 

  ウ 工作物を利用する広告物等に係る基準 

区分 第一種許可地

域 

第二種許可地

域 

第三種許可地

域 

１ 塀又は垣

を利用する

広告物等 

高さ 地上から広告物等の上端までの高さが第２．５

メートル以下であること。 

表示面

積 

ア １方向の表示面積の合計が２０平方メート

ル以下であること。 

イ 自家用広告物以外の広告物等にあっては、

１個につき表示面積が２平方メートル以下で

あること。 

個数 自家用広告物以外の広告物等にあっては、１

方向につき２個以下であること。 

その他 広告物等の側端が塀又は垣の壁面の側端及び

その延長線から突出しないこと。 

２ 電柱、街

灯柱その他 

高さ 地上から広告物等の下端までの高さが車道に

あっては４．５メートル以上、歩道にあっては 

これらに類

す る も の

（以下「電

柱等」とい

う。）に添

加する広告

物等 

 ２．５メートル以上であること。 

大きさ ア 縦が１．２メートル以下であること。 

イ 横が０．４５メートル以下であること。 

個数 電柱等１本につき１個であること。 

３ 電柱等に

巻き付ける

広告物等 

高さ ア 地上から広告物等の下端までの高さが１．２

メートル以上であること。 

イ 地上から広告物等の上端までの高さが３．５

メートル以下であること。 

大きさ 縦が１．５メートル以下であること。 

個数 電柱等１本につき２個以下であること。 

４ その他の

工作物を利

用する広告

物等 

高さ 地上から広

告物等の上端

までの高さが

２３メートル

以下であるこ

と。 

地上から広

告物等の上端

までの高さが

３０メートル

以下であるこ

と。 

地上から広

告物等の上端

までの高さが

４７メートル

以下であるこ

と。 

表示面

積 

一の工作物につき表示面積の合計が３０平方

メートル以下であること。 

  エ 車両、船舶等を利用する広告物等に係る基準 

区分 第一種許可地域、第二種許可地域及び第三種許可地域 

表示面積 ア １方向の表示面積の合計が５平方メートル以下である

こと。 

イ 一の車両、船舶等につき表示面積の合計が１０平方メ

ートル以下であること。 

ウ ア及びイにかかわらず、バス及び電車にあっては、一

の車両につき表示面積の合計が底部を除く表面積の１０

分の３以下であること。 



  オ 簡易な広告物等に係る基準 

区分 第一種許可地域、第二種許可地域及び第三種許可

地域 

１ 広告幕（建

築物の外壁を

利用する懸垂

幕を除く。） 

高さ 地上から広告物等の下端までの高さが車道にあ

っては４．５メートル以上、歩道にあっては

２．５メートル以上であこと。 

表示

面積 

１枚につき表示面積が３０平方メートル以下で

あること。 

２ アドバルー

ン 

高さ 地上からアドバルーンの上端までの高さが５０

メートル以下であること。 

表示

面積 

１個につき表示面積が３０平方メートル以下で

あること。 

３ 貼紙又は貼

札 

表示

面積 

１枚につき表示面積が１平方メートル以下であ

ること。 

４ 立看板、の

ぼり、旗その

他これらに類

するもの 

表示

面積 

１個につき表示面積が２平方メートル以下であ

ること。 

別表第２（第１１条関係） 

区分 第一種禁止地域 第二種禁止地域 

１ 高さ 地上から広告物等の上端までの高さが３メートル（塀

又は垣を利用する広告物等にあっては、２．５メート

ル）以下であること。 

２ 表示面積 ア １方向の表示面積が１平方メートル以下であるこ

と。 

イ ２以上の者が共同で表示し、又は設置する場合にあ

っては、１方向の表示面積が１平方メートルに共同で

表示し、又は設置する者の数を乗じて得た面積（１０

平方メートルを超える場合にあっては、１０平方メー

トル）以下であること。 

 ウ 一の目的地に誘導するために複数の箇所に表示し、

又は設置する場合にあっては、表示面積の合計が５平

方メートル以下であること。 

エ 一の目的地に誘導するために区分の異なる禁止地域

又は許可地域に表示し、又は設置する場合にあって

は、それぞれの地域の表示面積の上限に対する割合の

合計が１以下であること。 

３ 色彩 ア 最大面積色の色相が

Ｒ、ＹＲ、Ｙ、ＧＹ又は

Ｇであること。 

イ 最大面積色の明度が３

以上７以下であること。 

ウ 最大面積色の彩度が４

（色相がＲ、ＹＲ、Ｙ又

はＧＹの場合にあって 

は、６）以下であるこ 

と。 

ア 最大面積色の明度が２

以上８以下（条例第６条

第１項第１号に掲げる第

一種低層住居専用地域及

び第二種低層住居専用地

域にあっては、２以上）

であること。 

イ 最大面積色の彩度が６

（色相がＲ、ＹＲ又はＹ

の場合にあっては、８）

以下であること。 

４ 表示し、又は設

置する場所 

ア 誘導のためやむを得ないと認められる場所であるこ

と。 

イ 一の目的地に誘導するために複数の箇所に表示し、

又は設置する場合にあっては、同一路線かつ同一方向

に設置する場合、相互間距離を５００メートル以上と

すること。 

ウ 目的地までの誘導距離は、最短の道のりで１０キロ

メートル以内とすること。ただし、目的地が市街地か

ら１０キロメートル以上離れている場合はこの限りで

はない。 

５ その他 ア 裏面、側面、脚部等の広告物を表示しない部分につ

いても、美観風致の維持のために配慮されたものであ 



 ること。 

イ ネオン管を使用していないこと。 

ウ 回転灯を使用していないこと。 

エ 照明が点滅しないこと。 

オ 蛍光、夜光等の発光又は反射を伴う塗料又は材料を

使用していないこと。 

カ 表示の内容が変化するものでないこと。 

キ 建築物を利用する広告物等については、次に掲げる

全ての要件を満たすこと。 

⑴ 外壁を利用する広告物等であること。 

⑵ 広告物等の上端が外壁の上端から突出しないこ

と。 

⑶ 広告物等が外壁の側端から突出しないこと。 

⑷ 一の壁面につき２個以下であること。 

ク 塀又は垣を利用する広告物等にあっては、広告物等

の側端が塀又は垣の壁面の側端及びその延長線から突

出しないこと。 

 備考 

１ この表において、色相、明度及び彩度とは、規格Ｚ８７２１に定める方法

により表示されるものをいう。 

２ 道標又は案内図を一の目的地に誘導するために区分の異なる禁止地域又は

許可地域に表示し、又は設置する場合におけるそれぞれの地域の表示面積の

上限に対する割合の合計の計算は、次の式によること。 

【数：Ａｐ／５．０＋Ａｓ／１０．０】 

この式において、Ａｐ及びＡｓは、それぞれ次の数値を表すものとする。 

Ａｐ 禁止地域における表示面積（単位 平方メートル） 

Ａｓ 許可地域における表示面積（単位 平方メートル） 

別表第３（第１１条関係） 

 ⑴ 条例第１２条第１項第３号に掲げる広告物等 

区分 第一種禁止地 第二種禁止地 第一種許可地 第 二 種 第 三 種 

 域 域 域 許 可 地

域 

許 可 地

域 

１ 高   

 さ 

地上から広告物等の上端までの高さが３メートル以下であるこ

と。 

２ 表

示面

積 

１団の土地

又は１物件に

つき表示面積

の合計が１平

方メートル以

下 で あ る こ

と。 

１団の土地又は１物件につき表示面積の合計が

３平方メートル以下であること。 

３ 色 

 彩 

ア 最大面積

色の色相が

Ｒ、ＹＲ、

Ｙ、ＧＹ又

はＧである

こと。 

イ 最大面積

色の明度が

３以上７以

下であるこ

と。 

ウ 最大面積

色の彩度が

４（色相が

Ｒ、ＹＲ、

Ｙ又はＧＹ

の場合にあ

っ て は 、

６）以下で 

ア 最大面積

色の明度が

２以上８以

下（条例第

６条第１項

第１号に掲

げる第一種

低層住居専

用地域及び

第二種低層

住居専用地

域にあって

は２以上）

で あ る こ

と。 

イ 最大面積

色の彩度が

６（色相が

Ｒ、ＹＲ又 

ア 最大面積

色の明度が

２以上であ

ること。 

イ 最大面積

色の彩度が

６（色相が

Ｒ、ＹＲ又

はＹの場合

に あ っ て

は、８）以

下であるこ

と。 

  



 あること。 はＹの場合

に あ っ て

は、８）以

下であるこ

と。 

   

４ そ

の他 

ア 屋上へ掲出されるものでないこと。 

イ ネオン管を使用していないこと。 

ウ 回転灯を使用していないこと。 

エ 照明が点滅しないこと。 

オ 蛍光、夜光等の発光又は反射を伴う塗料又は材料を使用してい

ないこと。 

カ 表示の内容が変化するものでないこと。 

  備考 この表において、色相、明度及び彩度とは、規格Ｚ８７２１に定める方

法により表示されるものをいう。 

⑵ 条例第１２条第１項第５号に掲げる広告物等 

区分 第一種禁止地域、第二種禁止地域、第一種許可地域、第二種

許可地域及び第三種許可地域 

１ 表示面積 ア 同一方向から見た場合における広告物の鉛直投影面積の

当該広告物が表示される物件の鉛直投影面積に対する割合

が２０分の１以下であること。 

イ 表示面積が０．５平方メートル以下であること。 

２ 個数 １物件につき１個であること。 

⑶ 条例第１２条第２項第２号に掲げる広告物等   

区分 第一種禁止地域、第二種禁止地域、第一種許可地域、第二種

許可地域及び第三種許可地域 

表示の内容 表示し、又は設置しようとする者の氏名又は名称、住所及

び表示し、又は設置しようとする期間が見やすい箇所に記載

されたものであること。 

⑷ 条例第１２条第３項第１号に掲げる広告物等 

  ア 共通基準 

区分 第一種禁止地 

域 

第二種禁止地 

域 

第 一 種 

許 可 地

域 

第 二 種 

許 可 地

域 

第三種許可地 

域 

１ 

表

示

面

積 

自己の管理

する一の住宅

又は事業場の

敷地内におけ

る表示面積の

合計が５平方

メートル以下

であること。 

自己の管理する一の住宅又は事業場の敷地内にお

ける表示面積の合計が１０平方メートル以下である

こと。 

２ 

そ

の 

他 

ア ネオン管

を使用して

い な い こ

と。 

イ 回転灯を

使用してい

ないこと。 

ウ 照明が点

滅しないこ

と。 

エ 蛍光、夜

光等の発光

又は反射を

伴う塗料又

は材料を使

用していな

いこと。 

オ 表示の内

容が変化す 

ア 回転灯を

使用してい

ないこと。 

イ 照明が点

滅しないこ

と。 

ウ 蛍光、夜

光等の発光

又は反射を

伴う塗料又

は材料を使

用していな

いこと。 

エ 表示の内

容が変化す

るものでな

いこと。 

ア 回転灯を使用

し て い な い こ

と。 

イ 蛍光、夜光等

の発光又は反射

を伴う塗料又は

材料を使用して

いないこと。 

ウ 表示の内容が

変化するもので

ないこと。 

ア 回転灯を

使用してい

ないこと。 

イ 蛍光、夜

光等の発光

又は反射を

伴う塗料又

は材料を使

用していな

いこと。 



 るものでな

いこと。 

   

  イ 共通基準 

     （ア） 建築物を利用する広告物等に係る基準   

区分 第一種

禁止地

域 

第二種

禁止地

域 

第一種許可

地域 

第二種許

可地域 

第三種許

可地域 

１ 屋上

に表示

され、

又は設

置され

る広告

物等 

高さ 屋上から広告

物等の上端まで

の高さが５メー

トル以下である

こと。 

屋上から

広告物等の

上端までの

高さが８メ

ートル以下

で あ る こ

と。 

屋上か

ら広告物

等の上端

までの高

さが１０

メートル

以下であ

ること。 

屋上か

ら広告物

等の上端

までの高

さが１６

メートル

以下であ

ること。 

その

他 

ア 広告物等が外壁の延長面から突出しないこと。 

イ 禁止地域においては、１面の最大面積は４平方メ

ートル以下であること。 

２ 外壁

から突

出する

広告物

等 

高さ ア 広告物等の上端が外壁の上端から突出しないこ

と。 

イ 地上から広告物等の下端までの高さが車道にあっ

ては４．５メートル以上、歩道にあっては２．５メ

ートル以上であること。 

表示

面積 

１個につき１方向の表示面積が５平方メートル以下

であること。ただし、禁止地域においては、１面の最

大面積は４平方メートル以下であること。 

その

他 

広告物等が外壁から突出する幅が１．５メートル以

下であること。 

３ 外壁

を利用 

高さ 懸垂幕の上端が外壁の上端から突出しないこと。た

だし、禁止地域においては、１面の最大面積は４平方 

する広

告物等

（懸垂

幕に限

る。） 

 メートル以下であること。 

４ 外壁

を利用

する広

告物等

（懸垂

幕を除

く。） 

高さ 広告物等の上端が外壁の上端から突出しないこと。 

その

他 

広告物等が外壁の側端から突出しないこと。ただ

し、禁止地域においては、１面の最大面積は４平方メ

ートル以下であること。 

     （イ） 建植する広告物等に係る基準  

区分 第一種禁止

地域 

第二種禁止

地域 

第一種許可地

域 

第 二 種

許 可 地

域 

第 三 種

許 可 地

域 

１ 高  

 さ 

地上から広告物等の上

端までの高さが５メート

ル以下であること。 

地上から広

告物等の上端

までの高さが

１２メートル

以下であるこ

と。 

地上から広告物

等の上端までの高

さが１５メートル

以下であること。 

２ そ

の他 

１面の最大面積は４平

方メートル以下であるこ

と。 

 

     （ウ） 工作物を利用する広告物等に係る基準   

区分 第一種

禁止地

域 

第二種

禁止地

域 

第一種許可

地域 

第二種許可

地域 

第三種許可

地域 

１ 堀 高さ 地上から広告物等の上端までの高さが２．５メートル 



又は

垣を

利用

する

広告

物等 

 以下であること。 

その

他 

広告物等の側端が塀又は垣の壁面の側端及びその延長

線から突出しないこと。 

１面の最大面

積は４平方メー

トル以下である

こと。 

 

２ そ

の他

の工

作物

を利

用す

る広

告物

等 

高さ 地上から広告

物等の上端まで

の高さが５メー

トル以下である

こと。 

地上から

広告物等の

上端までの

高さが２３

メートル以

下であるこ

と。 

地上から

広告物等の

上端までの

高さが３０

メートル以

下であるこ

と。 

地上から

広告物等の

上端までの

高さが４７

メートル以

下であるこ

と。 

その

他 

１面の最大面

積は４平方メー

トル以下である

こと。 

   

     （エ） 簡易な広告物等に係る基準  

区分 第 一 種

禁 止 地

域 

第 二 種

禁 止 地

域 

第 一 種 許

可 地 域 

第 二 種 許

可 地 域 

第三種許

可地域 

広告幕 

（建築

物の外

壁を利

用する

懸垂幕

を 除

く。） 

高さ 地上から広告物等の下端までの高さが車道にあっては

４．５メートル以上、歩道にあっては２．５メートル以

上であること。 

その

他 

１面の最大面積

は４平方メートル

以下であること。 

 

 ⑸ 条例第１２条第３項第２号に掲げる広告物等  

区分 第一種禁止地域、第二種禁止地域、第一種許可地域、第二種

許可地域及び第三種許可地域 

表示面積 ア １方向の表示面積の合計が５平方メートル以下であるこ

と。 

イ 一の車両、船舶等につき表示面積の合計が１０平方メー

トル以下であること。 

ウ ア及びイにかかわらず、バス及び電車にあっては、一の

車両につき表示面積の合計が底部を除く表面積の１０分の

３以下であること。 

別表第４（第１１条関係）   

区分 第一種許可地域、第二種許可地域及び第三種許可

地域 

１ 貼紙又は

貼札等 

表示面積 １枚につき表示面積が１平方メートル以下であ

ること。 

２ 広告旗又

は立看板等 

表示面積 １個につき表示面積が２平方メートル以下であ

ること。 

 


